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「
。
フノレ

、
不
レ

ス

キ

の

寄
蔭
」

本日

内

武

千

土佐

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
本
山
の
大
聖
堂
、
サ
ン
タ

マ
リ
ア

デ
ル

フ
ィ
オ
l

レ
（
印
・
宮
内RE
仏
己
目
。
2

）
の
大
行
院
は
漸
く
に
し
て
竣
工
し
て
、

一
四
三
六

ー－ 110-

年
八
月
川
目
、
フ
ィ
エ
ゾ
！
レ
の
ベ
ノ
ツ
ツ
ォ

フ
ェ
デ
リ
l

ギ
司
教
の
手
に
よ
っ
て
、
献
世
一
き
れ
、
事
ゴ
一
七
年
の
一
三
月
廿
五
日
に
は
、
一
関
め
て
教

P
エ
ウ
ゲ

ニ
ゥ
ス
四
品
川
に
よ
っ
て
時
大
な
献
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
乙
の
工
事
を
自
己
導
し
完
成
さ
せ
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ツ
ポ
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
（
司
口
－E）
。
ロ2
5

巳
］m
R
r
c－

(

A

) 

で
あ
る
。
然
し
、
彼
の
功
績
は
専
ち
、
こ
の
宵
梶
原
を
貫
現
す
る
こ
と
の
出
来
た
技
術
的
解
決
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
、
伯
叫
が
若
手
じ
始
め
た
時
、
タ
ン

ブ
ー
ル
は
既
に
完
成
し
て
い
た
し
、
計
開
構
造
の
芸
部
も
工
事
、
が
始
ま
っ
て
い
に
。
計
煮
の
果
友
構
想
は
ア
ル
ノ
ル
フ
才
、
デ
ィ
カ
ン
ピ
オ
（
〉
B

。
ロ
。

門
出
内
山
田
宮
。
）
に
設
し
て
、
そ
の
最
終
案
は
一
三
六
八
年
の
一
安
只
合
に
於
い
て
快
定
さ
れ
、
そ
う
し
て
、
既
に
、
こ
の
委

R
A
T索
か
ら
違
背
す
る
こ
と
は
許
さ

（
一
一
）

れ
て
い
な
か
っ
た
。
然
し
、
こ
の
よ
う
な

E
大
な
苛
際
問
を
濁
立
じ
た
明
開
柱
の
上
に
の
せ
る
乙
と
は
、
常
時
ト
ス
カ
l

ナ
に
於
い
て
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
問
題
は
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
リ
二
二
六
八
年
の
委
員
脅
の
椛
大
た
構
想
を
如
伺
に
じ
て
賢
明
す
る
か
に
あ
っ
亡
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
、
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
成

し
遂
げ
た
仕
事
は
、
最
高
の
立
讃
を
か
ち
獲
た
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
、
こ
の
よ
う
芯
鋭
い
弧
線
を
持
つ
勾
躍
に
は
、
固
定
し
た
本
足
場
を
た
て
る
必

要
の
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
、
日
足
場
を
以
て
や
っ
て
い
け
る
こ
と
を
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
、
彼
は
一
一
二
六
八
年
の
案
の
施



工
を
技
術
的
に
可
能
に
し
、
こ
れ
を
貰
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
寄
薩
に
於
い
て
、
も
し
彼
の
加
え
た
も
の
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
輪
廓
線
を
よ
り
一
府
鏡
く

（
一
一
一
）

し
た
こ
と
と
、
肋
骨
を
強
調
し
て
こ
れ
に
古
代
風
の
形
を
興
担
え
た
こ
と
ー
ー
ー
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
奮
い
案
に
新
し
い
昂
然
た
る
記
念
的
外
形
を
興
え
た

の
で
あ
る
。

こ
の
匂
陸
の
塾
術
的
構
想
は
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
に
設
し
、
特
に
一
三
六
八
年
の
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
そ
う
し
て
、
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
に
は
唱
に
施
工

の
技
術
的
功
績
が
踊
せ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
常
初
の
資
料
や
文
献
の
既
に
諮
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
虚
構
の
多
い
マ
ネ
ツ
テ
ィ
（
〉
ロ
ぢ
巳
。
富
山

E
E

）

や
ヴ
ア
サ
リ
（
Q

。
品
宮
〈
2
2

－
）
も
こ
の
事
買
を
惇
え
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
（
「
出
・
〉
－r
2
t
）
も
こ
の
建
築
家
に
贈
る
献
辞
に
於
い
て
、

功
績
を
讃
え
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
、
後
代
は
十
九
世
紀
の
後
半
に
至
る
ま
で
、
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
を
以
て
こ
の
費
術
的
構
想
の
創
作
者
と
な
し
て
、
従
っ
て
、

（
阿
）

こ
の
内
弓
躍
を
以
て
ル
ネ
サ
ン
ス
開
始
の
一
つ
の
標
石
を
な
す
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
詮
言
を
解
明
押
し
て
い
た
。
ナ
ル
デ
ィ

l

一
一
、
フ
ラ
イ
そ
の
他
に
よ
っ

（
五
）

て
こ
れ
ら
資
料
の
解
樫
は
改
め
ら
れ
て
、
こ
れ
ら
の
考
察
は
フ
ァ
ブ
リ
ッ
チ
に
よ
っ
て
綜
合
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
可
怪
に
於
い
て
ブ
ル
ネ
レ

ス
キ
の
雲
術
的
評
債
を
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
句
躍
が
そ
の
襲
術
的
性
質
に
於
い
て
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
（
洗
時
宜
）
の
匂

窟
に
基
礎
を
置
き
、
こ
れ
を
範
と
し
て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
以
て
建
築
に
於
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
設
端
を
告
、
げ
き
せ
る
こ
と
は
山
来
な
い
。
そ
れ
に
も
拘

こ
の
技
術
上
の

-111 ー

ら
ず
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
は
今
日
に
至
っ
て
も
Aブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
匂
襟
V
と
呼
び
慣
わ
し
、
叉
そ
の
常
時
に
於
い
て
も
、
例
え
ば
前
記
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の

献
辞
に
於
い
て
、
彼
が
一
家
の
長
い
間
の
追
放
の
後
ち
、
赦
さ
れ
て
恨
の
故
問
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
師
っ
て
み
れ
ば
、
古
代
に
栄
え
た
襲
術
は
見
事
に
復
活
し
、

特
に
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
と
ド
ナ
テ
ッ
ロ
に
於
い
て
、
叉
、
ギ
ベ
ル
テ
ィ
と
ル
カ

日
ア
ッ
一
フ
ロ
ッ
ピ
ア
と
マ
サ
ッ
チ
オ
に
於
い
て
、
決
し
て
古
代
に
比
じ
て
後
れ

を
と
る
こ
と
の
な
い
天
才
が
活
動
し
て
い
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
習
う
に
師
な
く
、
相
似
る
手
本
も
な
い
の
に
、
嘗
て
未
知
未
見
で
あ
っ
た
諸
知

識
、
訴
審
術
を
創
造
し
た
功
績
を
讃
え
、
そ
う
し
て
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
が
、
何
ら
の
補
助
構
造
も
用
い
ず
に
、
天
を
摩
し
、
そ
の
絡
を
以
て
ト
ス
カ

l

ナ
全
土
の

（
六
）

市
民
を
蔽
う
に
足
る
こ
の
大
建
築
を
以
て
之
を
貫
詮
し
た
と
諮
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
し
て
、
既
に
首
時
に
於
い
て
さ
え
も
、
建
物
の
完
成
と
そ
の
完
成
者

と
の
聞
に
は
密
接
．
な
1
1

少
な
く
と
も
観
念
的
に
は
｜
l
i

閲
係
が
成
立
し
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
始
ま
る
そ
の
時
機
に
工
事
が

始
ま
っ
て
貫
現
を
み
た
こ
と
と
、
そ
の
携
首
者
が
建
築
に
於
け
る
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
創
始
者
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
就
中
、
建
物
そ
の
も
の
が



都
市
の
象
徴
と
し
て
の
大
聖
堂
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
、
少
な
く
と
も
、
首
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
、
乃
至
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
誇
る
ト
ス
カ

l

ナ
人
の
心
に
と
っ

て
、
こ
の
闘
係
の
結
び
つ
き
は
、
い
よ
い
よ
、
容
易
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

註一
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
寄
罷
工
事
に
か
ん
し
て
、
一
四
一
七
年
に
モ
デ
ル
を
提
出
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
案
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
翌
一
八
年

に
は
営
時
の
本
山
造
皆
技
師
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
ダ
ム
ブ
ロ
ジ
オ
が
新
し
い
モ
デ
ル
を
製
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
四
一
八
｜
｜
一
九
年
に
か
け
て
工
事

前
決
の
競
技
が
行
わ
れ
る
コ
フ
ル
、
ネ
レ
ス
ヰ
は
ド
ナ
一
ア
ッ
口
、
ナ
ン
二
一
アf

パ
ン
コ
と
共
同
で
新
僻
決
モ
一
不
し
に
モ
デ
ル
を
作
る
。
ギ
ベ
ル
一
一
ノ
ィ
も

同
様
の
新
解
決
の
モ
デ
ル
を
作
っ
た
が
、
決
定
を
み
な
か
っ
た
。
一
四
二

O
年
に
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
ギ
ベ
ル
テ
ィ
と
共
に
、
円
以
終
モ
デ
ル
を
作
り
、
こ
れ

が
承
認
さ
れ
て
、
ギ
ベ
ル
テ
ィ
と
二
人
共
に
工
事
指
導
者
に
任
命
さ
れ
る
（
一
四
二

O

年
四
月
十
六
日
）
。
後
ち
一
四
三
ゴ
一
年
ギ
ベ
ル
テ
ィ
は
、
洗
時
堂

の
浮
彫
の
仕
事
の
活
に
、
辺
一
任
す
る
。
一
三
六
八
年
の
委
員
曾
案
の
迩
本
を
誓
っ
た
の
が
一
四
一
一
一
年
五
月
。

二
長
堂
の
第
二
二
第
四
桁
問
が
完
成
さ
れ
な
い
う
ち
に
、
工
事
計
重
杢
慨
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
、
こ
れ
に
従
っ
て
、
新
し
い
案
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
シ
モ
ネ
タ
レ
ン
テ
ィ
の
と
ジ
ョ
ヴ
プ
ン
ニ
デ
ィ
ラ
ポ
ギ
ニ
の
と
委
日
台
（
姑
築
家
、
彫
刻
家
、
主
家
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
）
の
と
案
が

目
さ
れ
て
、
委
日
合
案
が
承
認
さ
れ
る
（
一
三
六
六
年
八
月
十
三
日
）
。
然
し
最
後
的
に
決
定
を
見
て
、
他
の
モ
デ
ル
は
躍
棄
さ
れ
て
、
委
民
命
日
案
の
遵

奉
が
誓
わ
れ
た
の
が
一
三
六
八
年
十
一
月
十
九
日
。

三
肋
骨
の
升
に
は
ラ
テ
ル
ネ
で
あ
る
。
肋
骨
も
ラ
テ
ル
ネ
も
肢
に
苔
案
に
あ
る
か
ら
し
て
、
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
創
作
的
債
値
は
、
古
代
風
の
様
式
を
以
て

作
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ラ
テ
ル
ネ
に
つ
い
て
は
一
四
三
六
年
に
競
争
が
行
わ
れ
て
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
案
が
首
選
す
る
。
し
か
し
工
事
は
ブ
ル
、
不
レ
ス
キ
の
死

後
に
な
っ
て
、
完
成
さ
れ
献
納
さ
れ
た
の
は
一
四
六
七
年
四
月
廿
三
日
、
賀
刻
さ
れ
た
巧
窟
の
輪
廓
椋
は
一
三
六
八
年
の
と
も
、
一
四
二

O
年
の
モ
テ

ル
と
も
還
っ
て
い
る
。

四
例
へ
ば
し
『
・
出
口5
r
r何
百
L
T
A
U
O
R
E
o
r
H
O
仏
2

問
。
ロ
巳ω
ω山
口
の
O
E
r

己
芯
P
H
〈
・
問
。
匂
－
N
A
F
t
E
H
f
H

）O

四
円E
M
O
－
－28
4
0

ロ
明
日
。
吋R
M
N

（
ロ
コ
E
ω

E
A
E
）
E
L

門
出
。
口
。E
r
己
七
回v
o
y
ω
o
E
O
J
1

。
ロ
し
『
ロ
m
o
ロ
（
円
山
口
問
。
吋
｝
内
山
口
口
件
。
〉
口
町
ぬ
山
ゲ

0
・
F
同
比
門
出2
2
r
o
D
ω
可

c
r片
山62
ロ
円
、
巳
印E
H
M
m
H
E丘

E
I
m
O
5
2

8
5

件
目m
H
g
冨
z
m
H
O誌
の
｝
百
円
二
口m
L－2

冨
2
E
E
W
ω

仙
の
ぬ
け
N
C
m
－
止
の
｝
戸
内
出
。
ぬ
円
。

ω
ω
o
F
E
E－o
w
由
江
口
邑
R
r
o
Z
2
0
2
ロ
P
N
C

君
。
庁
7
2
F
D

【
出0

4
4
0
r－m
の
r
c口
一
戸
九
日
（
）

ω
F
H同
月
。
H
H同

r
oぬ
。
ロ
ロ
。
ロ
ぬ
ロ
印

P
H仏
甘
口
r
o円
以r
r
H
H
O

ロ
・
：
・3

五
〉
江
巳

E
o
Z
R
E
E
E
ロ
g
H
）O
H
H
F
’
Y
向
。
∞
立
∞
ロ
。

E
W
Hぷ
E
u
u
c缶
詰
門
出

2
5

戸
2
8
0
F

の
C
H）
。F

仏
己
ロ
ロ
。
目
。
缶
百
円
。
ロ
N
O
V
H
∞
∞
印
・
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（U
h
w
己

H
J
o
w
w
円
、o
J
1
t
o岳
町
己
f
u
o
回
同
ロ
ロ
己
－OR
r
r
H∞∞
吋
－

n
・
〈
。
口
町
内H
rユ
N
W
W
明
，
巳
片
岡
）

H
M
O切
円
ロ
ロo
－
－o印
。
r
r
H∞
m
v
N・

六
何
・
の
ロ
｝
回
目
い
開
山
口
三
－

2
r
H
t
p
w口・
〉
巴
・
∞
－M
O
同
・E
F
・
出
－
K
F
5
2巳
m
H口
町
・
ロ
コ
レ
ロo
－r
R
0
3

（E
C
B
ロ
N
W
E
ω。
）

マ
リ
ア
フ
ィ
オ

l

レ
の
歴
史
は
一
二
九
六
年
に
ま
で
湖
る
。
こ
の
同
じ
場
所
に
た
っ
て
い
た
こ
の
寺
の
前
身
、
サ
ン
タ

（
一
）

（
∞
－H
N
8
2
2
m
w

）
1
1

既
に
十
一
世
紀
に
改
修
さ
れ
て
か
ら
少
な
く
と
も
、
六
個
の
祭
壇
を
有
し
て
い
た
1
1

の
杏
い
建
物
を
以
て
は
、
人
々
は
も
は
や
、

（
一
一
）

満
足
し
な
か
っ
た
。
。r
o
o
E
g
o
－Z
E
m
g
g
o
同2
5
P
1
2
0
F
m
w
g
E
］
出
巳N
Z
5

岳
包

F
2
m
w立
立
ω
仏
ぬ
（C
c
g
ロ
巳
〈
己

F
E
W
J
1戸市
山
）
フ
ィ
レ

ク
ロ

l

チ
ェ
な
ど
の
僧
聞
の
新
し
い
大
寺
院
が

サ
ン
タ

デ
ル

レ
パ
ラ
l

タ

ン
ツ
ェ
市
は
膨
脹
を
つ
守
つ
け
て
い
た
。
サ
ン
タ
マ
リ
ア

ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
、
サ
ン
タ

ト
リ
ニ
夕
、
サ
ン
タ

-113-

績
々
と
建
っ
て
い
く
の
を
見
た
十
三
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
に
は
、
昔
か
ら
の
サ
ン
タ
レ
パ
ラl
タ
は
貧
弱
に
映
っ
た
の
で
あ
る
。
一
二
八
五
年
、
既
に

市
民
の
一
人
が
政
府
に
改
築
の
資
金
支
出
を
要
求
す
る
。
こ
の
聾
は
衣
第
に
喧
し
く
な
っ
て
、
漸
く
一
二
九
三
年
に
、
こ
の
お
の
支
出
が
認
め
ら
れ
る
。
然
し

少
額
の
支
出
で
は
向
お
、
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
政
府
は
、
翌
九
四
年
に
は
、
著
し
く
之
を
増
額
し
、
叉
こ
の
仕
事
を
管
掌
す
る
一
奈
は
曾
を
設
け
る
。

か
く
し
て
い
る
聞
に
、
こ
の
寺
が
改
修
に
も
耐
え
ら
れ
な
い
乙
と
が
判
明
し
た
ら
し
い
。
新
建
築
案
が
之
に
代
っ
て
く
る
。
迭
に
一
二
九
六
年
九
月
八
日
、
数

（
一
一
一
）

ヴ
ァ
レ
リ
ア
l

ノ
掘
機
卿
に
よ
っ
て
、
礎
石
に
祝
福
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
新
建
築
の
設
計
者
は
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
デ
ィ

皇
の
使
節
ピ
エ
ト
ロ

カ
ン
ピ
オ
で

あ
っ
て
、
彼
は
ま
た
、
工
事
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
嘗
っ
て
新
堂
は
、
こ
の
都
市
の
名
1
1
E
O
B
E
F
f
E
2
8
8

に
囚
ん
で
印
・
冨
R
U

門
区

（
問
）

出
0
5

と
名
附
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
大
を
．
一
小
す
象
徴
と
し
て
、
こ
の
都
市
問
家
と
本
山
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
顕
揚
す
る
も
の

に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

本
山
新
建
築
の
要
求
が
強
く
な
り
、
そ
れ
が
貫
現
を
み
る
に
至
っ
た
こ
の
時
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
既
に
第
三
次
の
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の



事
買
は
、
本
山
造
営
と
共
に
、
十
分
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

で
、
一
二
八
四
年
、
第
三
友
の
城
壁
の
築
造
が
始
ま
っ
た
。
既
に
こ
の
都
市
の
膨
肢
は
甚
し
く
、
ア
ル
ノ
河
の
北
で
は
矢
来
を
以
て
同
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
既
に
商
業
資
本
の
蓄
積
は
増
大
し
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
商
人
に
よ
る
商
品
交
易
は
町
界
的
規
模
に
、
顕
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
二
八

0
年
代
に
は
大
商

（
五
）

業
組
合
は
有
ら
ゆ
る
権
力
を
自
己
に
牧
め
つ
つ
あ
っ
た
。
市
民
は
活
気
に
、
盛
れ
、
市
内
は
建
設
に
満
ち
て
い
に
。
二
一
八
四
年
の
こ
の
成
に
は
、
古
い
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
恨
の
致
命
日
バ
デ
ィ
ア
を
新
し
く
し
て
披
大
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
毎
日
の
殻
物
市
場
の
危
に
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
l

レ
の
庇
に
ロ
ッ
ジ
ア
が
建
て
ら

れ
、
大
市
耐
隣
人
生
口
の
新
築
、
初
日
本
山
の
損
大
も
始
め
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
っ
人
々
は
こ
の
山
一
二
次
城
恒
を
以
て
、
市
ー
之
｛
ト
広
三
な
抗
一
句
形
成
守
山
ハ
え
円
一
叫
こ
と

一
O
五
O
年
の
最
初
の
城
壁
、
一
一
七
二
年
の
第
二
の
域
活
に
つ
い

を
欲
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
市
堕
が
包
指
す
る
地
域
は
五
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
第
一
の
は
三
二
、
第
二
の
は
一
O
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
域
間
は
延
々
八
五
O

0
メ
ー
ト
ル
の
長
き
に
及
ん
で
、
二
三
メ
ー
ト
ル
の
七
十
三
個
の
塔
と
十
五
の
時
一
門
を
有
し
た
。HM
R
E
問
。
白
山
口
白
か
ら
司2
g
m
m
Hロ
の
巳
目
。
に
至
る
、
叉

】U
C江
戸
丘
町

E

古
か
ら
句

0
1
0
p
n
5
2

に
至
る
二
本
の
主
軸
は
、
長
さ
相
手
じ
く
、
そ
う
し
て
市
の
中
心
、
Z
2
2
Z

〈
0
2
r
z

で
交
叉
し
て
い
た
。

宮
そ
の
も
の
の
形
成
に
は
特
別
の
努
力
が
抑
わ
れ
、
そ
れ
が
均
等
に
出
来
上
る
こ
と
を
欲
じ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
石
か
ら
成
り
、
同
じ
肖
さ
、
同
じ
一
出
さ
を
持

っ
て
い
た
。
七
十
一
二
個
の
塔
は
規
則
正
し
い
間
隔
を
お
い
て
配
円
さ
れ
た
。
舵
だ
門
だ
け
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
安
に
活
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
建
設
に
市
民
は

積
極
的
に
参
加
し
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
第
三
次
域
開
を
以
て
、
初
め
て
、
統
一
的
形
成
を
持
っ
た
都
市
、
と
い

44 
1
i
 

-- 

一
三
ゴ
一O
年
に
完
成
を
み
た
の
で
あ
る
。

（
六
）

う
建
造
物
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

中
世
に
於
い
て
、
城
壁
は
都
市
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
都
市
印
ち
悶
家
、
そ
れ
は
城
壁
に
同
ま
れ
た
姿
に
於
い
て
統
一
あ
る
掘
っ
た
注
泣
物
と
し
て
去
公
さ

れ
、
そ
の
賓
現
に
は
、
本
山
造
営
に
於
け
る
と
同
じ
よ
う
に
努
力
を
仙
ま
な
か
っ
た
。
城
山
引
を
持
に
た
い
都
市
な
ど
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

城
壁
に
よ
っ
て
間
ま
れ
た
地
域
が
一
杯
に
な
っ
た
と
き
、
す
べ
て
の
街
路
の
雨
側
が
ぎ
っ
し
り
と
家
借
で
埋
ま
り
、
都
市
が
お
誌
を
山
ぶ
っ
て
い
る
そ
の
型
苦
が
、

す
べ
て
己
の
寺
を
持
つ
に
至
り
、
す
べ
て
の
公
館
が
建
て
ら
れ
る
に
至
っ
て
、
都
市
は
始
め
て
、
完
結
じ
た
纏
っ
た
も
の
と
じ
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
一
一
二
三
九
年
の
記
載
、
出
P
2

丘
三
宮
ω
A
E

丘

H
O
E

－
g
p
H

）
己
主
片
山
ω
p
c
℃
F
E
5
F
1
P
R
B
E
E
C
H凶F
5
2
E
P

ュ
2
F
5

（
七
）

仏
。5
5
F
5
2

仲
（
門
・
明
円
。
u
J
F
O
ぬ
m
u
p］
）
－H
H
C）
は
、
第
三
茨
城
壁
内
の
市
域
が
、
こ
の
時
白
に
恭
一
大
事
な
一
石
遣
の
舘
や
庶
民
の
家
々
で
埋
ま
っ
て
き
て
、
同



足
な
都
市
の
姿
と
し
て
眼
に
映
じ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

c

城
壁
を
都
市
の
象
徴
と
す
る
観
念
は
、
既
に
古
く
、
ギ
リ
シ
ア
末
期
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ー
ケ
イ
ア
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
彫
像
（
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
蔵
）
に
遺
品
と
し

て
、
之
を
見
出
す
。
テ
ュ
l

ケ
は
城
壁
を
象
っ
た
冠
を
頭
上
に
戴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
大
帝
は
、
そ
の
新
都
の
城
壁
に
自
己
の
青
銅
像

を
テ
ュ

l

ケ
と
共
に
た
て
た
と
き
、
こ
の
女
一
脚
に
は
城
，
壁
と
共
に
額
に
十
字
架
を
戴
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
テ
ュ

l

ケ
は
元
来
、
幸
一
耐
の
女
…
別
で
あ
る
。
ロ
ー

マ
時
代
に
は
、
こ
の
女
一
脚
は
全
国
家
の
繁
栄
に
も
、
個
人
の
運
命
に
も
、
関
係
す
る
。
都
市
の
生
活
は
繁
栄
を
意
味
す
る
。
そ
こ
は
、
正
義
、
安
全
、
秩
序
の

領
域
な
の
で
あ
る
。
中
世
に
於
い
て
は
、
都
市
郎
ち
国
家
は
、
一
脚
の
秩
序
を
反
映
し
て
い
る
統
一
あ
る
共
同
一
世
曾
で
あ
っ
た
。
附
院
が
一
脚
の
秩
序
を
反
映
す
る

生
活
共
同
樫
と
し
て
、
天
国
の
反
映
で
あ
る
な
ら
、
都
市
は
高
度
の
関
係
に
於
い
て
数
台
で
あ
り
、
一
利
の
都
、
永
遠
の
エ
ル
サ
レ
ム
を
反
映
す
る
。
そ
れ
は
共

に
、
城
壁
に
よ
っ
て
固
ま
れ
て
い
る
。
宮
5
5
2
Z
E
f

巳
5

己
i
z
江
ω
E
R

切
口
m
E
E
F
E
E
o
r
S
5
2
2

唱
。

5
5
P
E
E
5
5

田
仲
間
官
民
の
伊
丹

（
八
）

（
出g
r
内
5
5
E
P
5
5

）
は
こ
の
関
係
を
い
っ
て
い
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
中
世
の
ミ
一
一
ュ
ア
ト
ゥ
l

ル
に
於
い
て
「
キ
リ
ス
ト
生
誕
」
は
、
城
壁
な
る
称

槽
で
屡
々
、
表
現
さ
れ
る
の
も
、
聖
家
族
を
包
む
平
和
と
安
全
の
象
徴
的
表
現
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
な
都
市
の
奈
の
な
か
に
、
人
々
は
志
義
深

い
世
曾
生
活
を
こ
の
世
に
貰
現
す
る
唯
一
の
可
能
性
を
翻
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
域
防
咋
一
の
外
で
は
無
秩
序
が
支
配
す
る
。
ド
ゥ
ッ
チ
オ
の
「
キ
リ
ス
ト
へ
の

-115 ー

誘
惑
」
（
冨
円
・
出88

ロ
菩
戴
）
で
は
、
市
壁
の
外
で
悪
魔
が
キ
リ
ス
ト
を
誘
感
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ア
ン
プ
ロ
ジ
オ

ラ
ッ
ツ
ォ
プ
ッ
ブ
リ
コ
の
壁
を
飾
っ
た
「
善
政
と
そ
の
結
果
」
は
、
シ
エ
ナ
の
善
き
政
府
が
聖
マ
リ
ア
の
加
設
の
下
に
、
信
仰
、
愛
、
希
望
の
ゴ
一
徳
を
朱
備

し
て
、
常
に
、
叡
智
と
園
結
を
以
て
正
義
を
行
使
す
れ
ば
、
市
内
に
は
繁
栄
が
賛
さ
れ
、
し
か
も
女
神
見
。
C
H
E
Z

が
城
刊
の
上
に
い
て
、
彼
女
の
耐
一
耐
を
域

内
か
ら
域
外
の
野
に
移
し
て
い
る
様
を
檎
描
い
て
、
シ
エ
ナ
の
繁
栄
を
一
指
歌
す
る
と
共
に
、
彼
は
叉
、
他
の
壁
で
、
悪
政
は
域
外
に
屯
し
て
、
こ
れ
が
、
や
が

て
暴
威
を
振
え
ば
、
有
ら
ゆ
る
秩
序
は
乱
れ
、
正
義
、
が
屈
服
す
る
に
至
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
（
「
忠
政
と
そ
の
結
果
」
）
。
都
市
は
常
に
秩
序
あ
る
統
一
腰
と

し
て
考
え
ら
れ
、
人
々
の
限
に
は
、
城
壁
で
閤
ま
れ
た
姿
に
於
い
て
一
個
の
纏
っ
た
形
成
の
建
造
物
と
し
て
、
映
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ロ
レ
ン
ツ
ェ
ッ
テ
ィ
が
シ
エ
ナ
の
パ

そ
れ
故
、
都
市
を
園
む
城
壁
の
築
造
は
、
そ
の
都
市
の
勢
力
と
繁
栄
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
、
そ
の
頂
貼
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
ぶ
す
も
の
に
相
違
な

い
。
ト
ス
カ
i

ナ
で
は
、
ピ
！
サ
が
纏
っ
た
周
壁
の
建
設
を
一
一
五
六
年
に
始
め
る
。
そ
の
重
要
な
都
分
は
、
こ
の
十
二
世
紀
後
半
の
建
造
で
あ
る
。
ル
ッ
カ



ゐ
パ
」
、

第
二
の
城
壁
を
建
迂
し
て
、
市
域
を
蹟
大
す
る
。
丘
陵
部
市
の
シ
エ
ナ
に
於
い
て
は
、
入
干
一
市
を
一
貫
し
た
統
一
的
完
成
に
習
す
こ
と

そ
の
地
形
的
保
件
が
妨
げ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
各
々
の
集
許
同
域
を
域
，

M
lを
以
て
統
一
的
に
閏
ま
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
我
々

（
九
）

一
二
六
三
年
以
来
の
故
多
の
市
の
保
令
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
へ
そ
の
十
四
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ

は
一
二
O
六
年
以
来
、

キ
」
品
、

は
、
こ
の
時
代
の
即
想
を
我
々
に
語
っ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

註一
サ
ン
ハ
メ
レ
パ
一
ソ

l

ヶ
守
は
四
六
世

F犯
に
店
て
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
が
本
山
と
な
っ
た
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
レ
ン
ソ
エ
の
守
護
聖
者
の
一
人
、

型
ツ
ェ
ノ
ビ
ウ
ス
の
澄
臨
を
蛮
族
住
入
の
一
危
険
か
ら
諮
る
た
め
に
、
彼
の
死
後
間
も
な
く
（
凡
そ
四
二
八
年
）
域
外
の
サ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
寺
か
ら
域
内

の
こ
の
守
に
移
さ
れ
た
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
司
教
座
が
サ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
か
ら
こ
の
寺
に
移
っ
た
。
従
っ
て
五
冊
一
組
に
は
本

山
大
聖
堂
に
な
っ
た
ら
し
い
。
洗
同
堂
は
そ
の
後
、
七
、
八
世
紀
に
、
こ
の
寺
の
前
に
た
て
ら
れ
た
。
（

H
M
m
w
m
H
R
w

同
日
円
。r
oロ
4
0
口
問
J
0
5
ロ
N
－
H
H
H・∞
－

S
H
1
N
ω・
）
本
山
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
詰
点
沙
問
。

レ
パ
ラ

l

タ
は
シ
リ
ア
の
型
女
で
あ
っ
て
、
二
五
O

年
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
カ
エ
ザ
レ
ア
で
殉
致
死
を
と
げ
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
於
け
る
彼
女
の

ι伯
仲
は
ギ
リ
シ
ア
系
オ
リ
エ
ン
ト
の
前
人
に
よ
っ
て
も
仁
ら
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
ら
し
い
が
、
ブ
ィ
レ
ン
ツ
ー
以
升
に
ト
ス
カ

l

ナ
各
地
で
彼
女
の
鈴

に
寺
が
た
て
ら
れ
て
い
る
（
ル
フ
力
、
ビ
l

サ
な
ど
て
鉱
山
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
於
い
て
、
翌
レ
パ
ラ
l

タ
の
日
、
十
月
八
日
に
、
ラ
ダ
ガ
イ
ス
に
勝

っ
て
そ
の
包
臼
と
杭
服
か
ら
免
か
れ
た
（
四
一
五
年
、
四O
七
年
、
或
は
四
O

五
年
）
か
ら
、
こ
の
記
念
に
聖
女
に
本
山
ぞ
献
じ
た
と
い
う
の
は
偶
作
で

あ
る
。
こ
の
勝
利
の
事
官
は
、
八
月
廿
三
日
な
の
で
あ
る
。
（
句
S
F
0

・
m
H・
C
・
m
－
色
。
l
F
〉
ロ
ヨ
・
印
・
）

二
句

S
R
w
m凶
・
内H
・
C
・
∞
・
お
C
〉
ロ
B

－
N
0・
記
載
。

三
詳
し
く
は
、
同
・
ロ
虫
、
ー
正
∞
。

r
p
m，
。
円
印
の
「
ロ
ロ

m
o
ロ

N
ロ
吋
の
g
z
。
r
z
J
1
0口
町
－o
円
。
ロ

N
V
H
J
1
・
一5
0
∞
・
印
・
品
目
。
同
・

四
こ
の
新
し
い
名
前
が
初
め
て
丈
去
一
日
に
現
れ
て
く
る
の
は
一
一
二
O
O

年
及
び
一
一
ニO
二
年
（
ロ
ω
J
1
E
g
r
p司0
自
の
「
N
・
0
・
可
－
H〈
・
8

∞
ゆ
）
。
改
名
後

も
信
口
名
が
一
緒
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
書
名
の
使
用
が
政
府
に
よ
っ
て
般
主
に
禁
止
さ
れ
た
の
は
一
四
一
二
年
。

新
生
以
計
者
、
か
ア
ル
ノ
ル
フ
す
で
な
い
と
す
る
訟
も
あ
る
。
新
し
く
は
者
2

ロ
2
p
g

（
巴
；
r
z
z
ロ
E
R
r
o
r

島
広
島

E
2
5
5
0
0
W
5
∞
）

伎
は
こ
れ
に
つ
い
て
所
設
を
一
才
一
日
に
ま
と
め
る
準
怖
を
し
て
い
る
。

ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
新
堂
は
奮
サ
ン
タ
レ
パ
一
フ
l

タ
の
約
二
倍
（

8
4∞
×
E
A
F
r
5
2
E
）
割
（
約
包
×
約

J
B
r
5
2
E
）
。
長
生
撰
張
は
既
に
二
三
ハ
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六
年
以
前
に
計
聾
さ
れ
、
二
二
六
八
年
の
委
貝
曾
案
は
之
を
採
り
入
れ
て
、
更
に
内
問
（
コ

l

ル
）
を
掠
大
し
、
又
一
品
さ
奇
上
げ
て
い
る
。
但
し
、
コ
ー

ル
の
基
本
構
想
は
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
に
基
づ
く
。
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
の
コ

l

ル
E
而
奥
の
禽
保
の
腕
が
大
鴎
、
現
主
の
コ
l

ル
寄
屋
室
の
中
央
に
な
る
。
現
在

の
奇
怪
室
は
八
角
形
の
控
お

5

・
日
さ

2
5

ラ
テ
ル
、
不
の
国
ま
で
の
高
さ
H
C吋
E

－

五
巴

ω
〈
丘
切
。r
p
m，
。
円
ω
の
『
－N
・
。
－
Hり
・H〈
・
3
d
σ
2
E
O開
口
z
z
r
c
H
M
M
H
L
g

閉
山
七
件
巳
ロ
自
己
ω
E
∞
－
N
A出
向
・
特
に
∞
－
N
、
吋ω
同
・

六
ヨ
ー
。
－h
m山
口
問
国E
C

ロ
p
r
w宮
正
巳
m
L件
。
ユ
片r
o
∞
E
L
H
r
g
r
cロ
己

E
ι
2

吋
。
凶
｝S
E
W
S
印
ω
・
∞
－
g
h
h
・

七
回

E
C

ロ

r
r
u宮
t
z
F
P
・
印
・
ロ
・5
8
w
印
・
お
記
載
に
よ
る
。

八
回

S
E
r

－
ω
w冨
K
Z
F
F
－
m
－
∞
・
5
8

・
∞
－
A
E
記
載
に
よ
る
。

九
回
同
・
山
口
ロrr
w
p目
＝
巳
巳
同
・
印
・
出
－H
m
v
町
一w－
∞
－
M
A
F
m
w
同
・
（
巴o
r
c
E
O
E
O
N
E－
「
。E
B
E
E

－o
ロ
即
日
告
白
。
ぬ
め
）

城
壁
は
自
由
都
市
の
繁
栄
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
市
民
の
生
活
の
安
杢
を
保
設
し
て
い
る
。
然
し
、
心
の
幸
一
耐
を
川
開
設
す
る
も
の
は
教
曾
で
あ
る
。

中
世
の
初
期
及
び
盛
期
を
通
じ
て
、
巳
i
E
ω

は
高
度
の
共
同
生
活
が
そ
こ
に
設
じ
賀
川
叫
す
る
モ
ナ
ド
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
永
遠
の
秩
序
の
支

配
が
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
神
の
意
志
が
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
上
に
現
貫
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
然
じ
人
々
は
、
こ
れ
を
巡
鵡
遍
路
の
形

門i

態
に
於
い
て
韓
験
す
る
。
そ
れ
は
聖
な
る
遺
蹟
と
し
て
、
巡
挫
の
目
標
と
順
路
と
し
て
、
殉
教
者
の
遺
蹟
や
都
市
の
守
護
聖
徒
の
掻
蹟
か
ら
の
構
成
樫
と
し
て
、

人
々
は
穂
験
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
聖
な
る
都
市
の
理
想
像
と
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
姿
が
納
拙
か
れ
て
く
る
こ
と
は
首
然
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
の

際
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
現
賓
の
地
形
的
傑
件
は
無
視
さ
れ
て
、
こ
の
地
上
の
一
肺
の
揺
理
を
反
映
す
る
理
想
的
な
己i
E

切
と
し
て
、
そ
れ
は
純
粋
の
固
に
聞
取
ら

れ
る
。
他
方
で
は
、
巡
憩
の
目
標
で
あ
り
、
巡
曜
の
頂
貼
を
な
し
て
い
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
の
霊
廟
で
あ
る
。
そ
れ
は
市
を
貫
い
て
い
る
〈

E
R
E
S
H）
「
巳
ぽ

の
終
る
と
こ
ろ
、
城
壁
の
院
に
あ
る
。
東
西
と
南
北
の
幹
路
線
が
交
叉
し
て
い
て
も
、
こ
の
際
、
中
心
の
交
叉
貼
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
、
巡
障
の
順
路

に
於
い
て
市
が
樫
験
さ
れ
る
そ
の
形
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
一O
O

七
年
、
パ
ン
ベ
ル
ク
に
封
し
て
、
諸
寺
院
は
市
の
見
取
圃
の
な
か
で
十
字
形
に
配
置
さ
れ
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Y
向
日
。
「
巳
o

目
。
同
・
件
。
］
門
出
片
岡
回
目
ロ
。

m
－F
件
。
円N
印
刷
）
。2
0

門
出
ω
ω
口
出
同
何
回
口
の
白
N
Z
V
O
J
1
0
m
O

口
。

o
m
ぬ
即
日
ぬ
の
m
g
o

仏
0
．
叶
。
同
ロ
山
門
吉
山
口
の
問
。

ω
山
口
出
吋
釦
口
の
印

N
古
ぬ
門
戸
町
ロoユ

（
同
）

門F
－F

巳
H
g
v
o
ω
毘
）
2
8
0
8

ロ
旬
。
。
F
・
0

目
。
仏O

門
】
仲
間OB
P

【
甘
口
，ωF
B
F
Z

仏
己
F

の
目
立m
w
E
g
E
5
8

ロ

E
2
3
8
5
0
m
H
悶
O
B
m
H
i

－
－
・
（
の
・

〈
己
F
E
W
口
同
・N
）

こ
れ
ら
の
記
述
に
於
い
て
、
雨
市
共
に
共
通
の
相
官
応
じ
る
寺
院
が
封
角
線
的
に
呼
臆
し
て
、
市
堅
の
門
に
接
し
て
建
ち
、
そ
う
し
て
、
こ
れ
が
市
の
全
闘
を
規

定
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
こ
の
建
築
群
を
抜
き
ん
で
て
い
る
司
教
仲
間
聖
堂
、
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
本
山
、
サ
ン
タ

レ
パ
ラ
l

タ
に
代
っ
て
、
本
山
と
し
て
洗
趨
堂
（
サ
ン

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
を
、
人
は
怪
し
む
で
あ
ろ
う
。
サ
ン
タ

レ
パ
ラ
l

タ

と
洗
稗
堂
と
の
聞
の
本
山
と
し
て
の
闘
係
は
桓
雑
で
あ
る
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
の
心
に
と
っ
て
、
市
の
守
護
者
ヨ
ハ
、
不
を
肥
る
洗
間
空
一
は
、
最
も
古
く
か
ら

（
五
）

親
ん
だ
本
山
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
年
代
記
作
者
は
、
こ
こ
に
市
の
事
買
上
の
中
心
を
見
て
、
そ
う
し
て
、
ロ
ー
マ
に
そ
の
封
比
す
る
寺
を
見
出
す
こ
と
の
出

来
な
か
っ
た
サ
ン
タ
レ
パ
ラ

l

タ
を
記
す
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ィ
ッ
ラ

i

ニ
が
こ
こ
に
記
じ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
、
最
初
の
城
壁
内
の

精
神
的
側
面
か
ら
み
て
、
中
世
の
都
市
は
一
つ
の
統
一
樫
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
現
買
の
形
態
と
し
て
、
津
山
の
寺
院
か
ら
成
っ
て
い
て
、
そ
の
頂
貼
に
本
山

Q
U
 

奮
市
域
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
市
域
の
姿
に
想
を
馳
せ
た
と
き
、
こ
の
故
郷
の
精
一
例
的
な
姿
が
限
前
に
泥
ん
だ
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

の
聖
堂
を
見
る
こ
と
の
出
来
る
姿
な
の
で
あ
る
。
聖
な
る
都
市
と
し
て
の
濁
立
都
市
は
、
永
遠
の
エ
ル
サ
レ
ム
を
反
映
す
る
。

か
か
る
も
の
と
し
て
都
市
は

叉
、
己
自
身
の
姿
、
が
、
そ
の
都
市
の
本
山
に
よ
っ
て
、
更
に
も
う
一
度
、
表
現
さ
れ
て
い
る
の
を
魔
る
の
で
あ
る
。
〈
円
。
唱
。

R
E
o

岳

E
E
o

広
三
包

E
C

（
六
）

は
シ
エ
ナ
の
本
山
に
だ
け
名
附
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
何
日
庇
の
場
合
に
も
、
本
山
は
全
市
民
の
鏡
で
あ
っ
た
。
司
教
座
聖
堂
は
大
き
な
行
事
の
際

に
、
本
土
一
市
民
を
容
れ
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
祭
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
祭
、
聖
霊
降
臨
祭
、
そ
の
他
の
祭
の
際
に
は
、
各
管
区
の
住

民
、
印
ち
、
句
。
匂
己
ロ
は
司
祭
に
導
か
れ
て
本
山
に
集
ま
る
。
全
市
が
、
か
よ
う
に
し
て
、
唯
だ
一
つ
の
困
瞳
に
な
っ
て
、
大
行
列
が
本
山
で
始
ま
る
か
、
或

は
、
本
山
で
移
わ
る
の
で
あ
る
。
都
市
が
大
き
く
な
れ
ば
、
本
山
も
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
設
展
を
停
止
し
た
都
市
は
、
新
し
い
本
山
を

建
立
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
ア
レ
ッ
ツ
ォ
で
は
一
二
七
七
年
、
非
常
な
希
望
を
か
け
て
大
聖
堂
を
建
立
し
始
め
た
け
れ
ど
も
、
断
片
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
。
市
の
凋
落
が
二
二
二
七
年
以
来
、
停
ま
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
エ
ナ
の
本
山
の
建
立
は
一
二
二
九
年
に
開
始
さ
れ
、

一
三
二
O
年
頃



に
は
殆
ん
ど
、
完
成
さ
れ
る
が
、
新
し
い
大
規
模
な
計
歪
が
持
ち
上
っ
て
く
る
。

も
は
や
、
全
市
民
を
大
行
事
の
際
に
牧
容
す
る
こ
と
が
山
来
な
い
と
の
事
買
を
以
て
、
説
明
さ
れ
る
。
大
規
模
な
新
案
は
二
二
四O
年
に
は
貫
施
に
移
さ
れ
る
。

然
し
、
こ
の
計
主
を
拍
棄
す
る
か
、
或
は
、
工
事
を
部
分
的
に
取
壊
す
か
と
い
う
二
二
五
五
年
の
一
決
2疋
に
は
、
二
二
四
八
年
の
ベ
ス
ト
大
流
行
に
よ
っ
て
う
け

た
人
口
の
大
減
少
が
考
慮
さ
れ
て
、
も
は
や
、
こ
れ
程
の
大
建
築
を
必
要
と
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
事
買
、
工
事
は
五
七
年
に
中
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
シ

一
三
四
八
年
の
人
口
に
二
度
と
達
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
ゴ
一
三
七
年
の
新
案
は
、
市
の
人
口
が
殖
え
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
で
は
、

エ
ナ
の
人
口
は
殆
ん
ど
踏
ん
り
な
く
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に
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五
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
本
山
は
最
初
、
サ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
で
あ
っ
た
。
司
教
座
が
サ
ン
ロ
レ
ン
ツ
ォ
か
ら
サ
ン
タ
レ
パ
ラ

l

タ
或
は
サ
ン
ジ
ヨ
ヴ

ア
ン
ニ
に
移
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
抱
雑
で
諸
白
色
々
で
あ
る
。
然
し
十
一
世
紀
ま
で
は
、
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
｜
｜
む
し
ろ
、
洗
脱
者

聖
ヨ
ハ
ネ
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
管
区
の
守
護
荘
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
本
山
の
役

H

を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が

十
一
世
紀
の
問
に
、
サ
ン
ジ
ョ
ヴ

7

ン
ニ
と
サ
ン
タ
レ
パ
ラ

l

タ
が
共
に
本
山
の
稲
践
を
以
て
別
れ
て
く
る
。
こ
の
際
サ
ン
タ
レ
パ
ラ

l

タ
は

E
H）
付4
0
3
と
呼
ば
れ
て
く
る
。
こ
の

E
M
Vぽ
J
3
3

の
解
程
が
仲
々
難
し
い
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
司
教
管
区
を
指
す
ら
し
い
。
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
は

司
教
の
守
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
兎
も
向
、
十
二
引
紀
に
は
聖
女
レ
パ
ラ

l

ク
が
聖
ヨ
ハ
ネ
を
駆
逐
し
て
し
ま
う
が
、
ず
っ
と
後
の
十
四
世
相
に
於
い
て
も

サ
ン
ジ
ョ
ヴ
フ
ン
ニ
は
市
の
中
心
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
亡
。
こ
の
二
守
に
於
け
る
、
本
山
の
移
到
に
つ
い
て
は
、
私
は
市
の
支
配
勢
力
の
交
替
と

関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
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四

レ
パ
ラ
i

タ
は
鈴
り
に
も
小
さ
か
っ
た
。
市
域
は
損
大
さ
れ
た
。
本
山
の
新
建
築
は
第
三
次
城
壁
の
着
工

後
、
間
も
な
く
計
査
さ
れ
る
。
第
三
茨
城
壁
内
に
は
、
官
然
、
本
山
が
包
括
す
べ
き
住
民
が
す
ま
っ
て
い
る
。
新
本
山
は
三
高
人
を
容
れ
る
こ
と
が
山
来
た
と

い
う
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
の
誇
は
、
こ
の
新
本
山
の
旬
陸
尾
を
以
て
、
市
の
力
と
市
民
の
敢
を
遠
く
貫
く
、
顕
彰
す
る
こ
と
を
欲
す
る
。
新
本
山
は
第
三
茨
城

壁
と
よ
い
均
合
を
以
て
、
雄
大
で
モ
ヌ
メ
ン
タ
ー
ル
で
、
市
の
全
開
岡
に
溶
け
こ
ん
で
い
る
。
新
本
山
の
磁
石
が
嗣
一
耐
さ
れ
て
か
ら
三
十
五
年
を
経
た
一
一
二
三

（
一
）

一
年
に
｜
！
ま
だ
俺
か
し
か
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
時
に
、
〈
『

2
5
2
1

叉
〈
匂
己2
m

〉
の
江
讃
の
辞
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
の
を
、
我
々
は
知
る
の
で
あ
る
。

都
市
の
美
し
さ
は
、
そ
の
市
の
本
山
の
聖
堂
←
で
呈
ら
れ
る
。
そ
の
市
の
受
け
て
い
る
名
望
は
、
そ
の
本
山
の
型
堂
が
持
っ
て
い
る
意
義
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。

ぞ
れ
故
、
本
山
の
造
営
に
は
す
べ
て
の
力
が
結
集
さ
れ
、
聖
堂
の
完
成
に
有
ら
ゆ
る
技
が
競
う
の
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
本
山
の
造
営
は
、
シ
エ
ナ
と
並
ん

で
、
こ
の
よ
う
な
造
営
が
、
都
市
の
性
格
と
そ
の
市
の
全
樫
の
建
築
的
形
成
に
封
し
て
持
っ
て
い
る
意
義
を
、
明
白
に
語
っ
て
く
れ
る
。
シ
エ
ナ
に
は
未
完
成

が
残
っ
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
然
し
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
い
う
ト
ス
カ

l

ナ
全
土
の
市
民
を
蔽
う
に
足
り
る
大
向
日
種
雇
の
建
築
を
貫
現
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
こ
の
言
葉
は
常
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
決
し
て
単
な
る
比
除
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
が
本
山
聖
堂
の
守
陸
屋
の
製
作
者
で
あ
り
叉
創
作
者
で
あ
る
と
、
観
念
の
上
で
結
び
つ
き
易
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
本
山
に
通
じ
る
橋
と
道
路
を
造
っ
た
男
が
、
建
築
家
と
し
て
、
聖
堂
の
建
築
を
な
し
得
る
者
と
し
て
、
求
め
ら
れ
た
事
の
あ
る
の
に
注
意
し
た
い
。

一
一
一
二
三
年
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
司
教
は
こ
の
男
を
求
め
る
に
営
っ
て
、
衣
の
よ
う
に
理
由
ゃ
つ
け
た
。
「
一
仰
は
常
に
帯
、
き
士
山
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

一
人
の
者
き
男
が
わ
れ
ら
市
民
の
す
べ
て
の
唱
宋
に
よ
っ
て
澄
し
が
一
不
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
ら
の
自
に
橋
を
す
ぐ
れ
た
仕
方
で
造
っ
て
く
れ
た

男
、
素
人
エ
ン
ツ
ェ
リ
ン
で
あ
る
。
こ
の
者
に
わ
れ
ら
は
、
わ
れ
ら
の
聖
堂
を
十
分
美
し
く
、
叉
特
に
豊
か
に
再
建
し
て
装
飾
す
る
事
務
官
掌
と
建
築
指
導
を

（
一
一
）

委
ね
る
の
で
あ
る
。
聖
堂
に
通
じ
る
橋
と
道
を
造
っ
た
者
こ
そ
、
聖
堂
を
復
興
し
て
、
王
宵
印
ち
天
の
王
宮
に
高
め
得
る
か
ら
で
あ
る
」
と
。
聖
な
る
都
市
は

興
隆
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
と
っ
て
奮
い
サ
ン
タ
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聖
堂
に
そ
の
姿
を
映
す
。
聖
堂
に
通
じ
る
道
は
、
巡
誼
の
順
路
の
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
、
聖
な
る
都
市
を
瞳
験
さ
せ
る

c

こ
こ
か
ら
観
念
の
聯
合
が
な
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
念
の
働
き
が
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
場
合
に
は
、
な
か
っ
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
上
、
人
々
は
一
三
O
O
年
頃
の
ト
ス
カ
i

ナ
に
、
イ
タ
リ
ア
に
特
有
な
襲
術
様
式
が
再
び
日
曜
め
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
れ
は
常
に
古
代
と

比
較
さ
れ
て
、
劣
ら
な
い
こ
と
を
自
負
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ボ
ッ
カ
チ
オ
、
ヴ
ィ
ッ
ラ

i

ニ
か
ら
ギ
ベ
ル
テ
ィ
そ
の
他
を
終
て
、
迭
に
は
、
ヴ
ア
サ
リ
の

Z
D
S
巳
E

の
概
念
に
結
晶
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
三
O
O
年
を
中
心
と
す
る
時
代
に
貫
到
し
た
翠
術
家
と
し
て
、
ピ
サ

l

ノ
、

カ
ン
ピ
オ
、
ジ
オ
ッ
ト
の
名
が
常
に
翠
げ
ら
れ
て
く
る
。
建
築
に
於
い
て
求
め
ら
れ
た
も
の
は
、
エ
ト
ル
ス
キ
か
ら
ロ
l

マ
へ
は
い
っ
て
、
あ
の
ロ
l

マ
の

建
築
に
於
い
て
大
規
模
に
一
一
小
さ
れ
た
制
響
的
性
質
の
鹿
諮
な
空
間
で
あ
る
。
北
方
ゴ
テ
ィ
ク
の
影
響
を
み
る
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
サ
ン
タ
ク
ロl
チ
ェ
に

於
け
る
よ
う
に
、
地
に
つ
い
た
底
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
北
方
の
よ
う
に
線
の
運
動
に
ひ
き
入
ら
れ
た
有
機
的
致

果
、
が
、
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
空
間
殻
果
を
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
は
本
山
に
於
い
て
、
コ
ー
ル
と
句
窟
屋
に
集
中
し
た
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
ノ
ル
フ

ォ
の
案
に
は
、
既
に
、
寄
留
が
何
も
の
に
も
覆
わ
れ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
中
空
に
笠
え
た
笥
’
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
は
之
を
更
に
鋭
く
し
て
貫
現
し
て
、
そ

（
一
一
一
）

れ
以
後
の
勾
躍
建
築
の
義
民
に
刺
戟
と
影
’
響
を
興
え
た
こ
と
は
、
り
p
m
o
t
o
－
附
，H
a

の
詮
一
一
一
日
じ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
貫
現

ア
ル
ノ
ル
フ
ォ

日
ア
ィ
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は
、
官
製
術
費
展
の
上
で
歴
史
的
意
義
を
十
分
に
、
持
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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